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商
業
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変
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に
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す
る
質
問
主
意
書 

 

当
職
は
、
令
和
五
年
五
月
二
十
九
日
の
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
（
以
下
、
単
に
「
五
月
二
十
九
日
決
算
行
政
監
視
委

員
会
」
と
い
う
）
に
お
い
て
、
役
員
全
員
解
任
の
登
記
申
請
を
利
用
し
た
乗
っ
取
り
で
逮
捕
者
が
出
て
い
る
よ
う
な
会
社
、
ま

た
そ
の
リ
ス
ク
を
感
じ
て
い
る
会
社
に
つ
い
て
は
、
そ
の
希
望
に
よ
り
、
役
員
全
員
解
任
の
登
記
申
請
が
さ
れ
た
場
合
、
登
記

所
か
ら
会
社
へ
の
登
記
完
了
前
に
通
知
す
る
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
旨
の
質
問
を
行
っ
た
。 

 

当
職
が
こ
の
よ
う
な
質
問
を
行
っ
た
の
は
、
い
わ
ば
会
社
版
の
地
面
師
事
件
と
で
も
言
う
よ
う
な
虚
偽
の
商
業
登
記
を
行
わ

れ
、
当
該
登
記
が
行
わ
れ
た
会
社
を
乗
っ
取
ら
れ
よ
う
と
し
た
会
社
の
所
有
者
は
、
不
動
産
の
場
合
と
異
な
り
、
会
社
を
乗
っ

取
ら
れ
た
真
の
所
有
者
が
、
銀
行
預
金
の
不
正
出
金
な
ど
に
よ
り
、
財
産
に
回
復
不
可
能
な
損
害
が
発
生
す
る
余
地
が
あ
り
、

真
摯
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

五
月
二
十
九
日
決
算
行
政
監
視
委
員
会
に
お
け
る
齋
藤
健
法
務
大
臣
の
答
弁
に
あ
る
「
会
社
の
規
模
等
に
照
ら
し
申
請
権

限
に
疑
義
が
あ
る
場
合
な
ど
、
申
請
者
の
申
請
権
限
に
疑
義
が
あ
る
事
案
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
」
に
該
当
し
な
い
場

合
、
不
正
登
記
に
よ
り
会
社
の
乗
っ
取
り
を
仕
掛
け
ら
れ
た
当
該
会
社
の
所
有
者
は
、
乗
っ
取
り
を
仕
掛
け
た
側
に
経
済
力
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が
な
け
れ
ば
、
不
正
に
引
き
出
さ
れ
た
銀
行
預
金
な
ど
の
財
産
に
、
回
復
不
可
能
な
損
害
が
発
生
し
得
る
と
い
う
解
釈
で
間

違
い
な
い
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

五
月
二
十
九
日
決
算
行
政
監
視
委
員
会
に
お
い
て
、
齋
藤
健
法
務
大
臣
は
「
不
実
の
登
記
の
防
止
の
要
請
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
反
面
、
迅
速
な
公
示
を
実
現
し
、
取
引
の
安
全
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
要
請
の
均
衡
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
旨
答
弁
し
て
い
る
。
し
か
し
、
会
社
の
真
の
所
有
者
に
回
復
不
可
能
な
損
害
が
発

生
し
得
る
の
に
、
本
当
に
均
衡
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

不
正
登
記
に
よ
り
、
会
社
の
真
の
所
有
者
に
回
復
不
可
能
な
損
害
が
発
生
し
得
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
現
行
制
度
で
あ
る

不
正
登
記
の
防
止
の
た
め
の
不
正
登
記
申
出
制
度
を
発
展
拡
大
さ
せ
、
希
望
す
る
法
人
全
て
に
、
登
記
申
請
が
あ
っ
た
場
合

に
、
事
前
届
出
通
知
先
へ
通
知
す
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
見
解
は
如
何
。 

四 

前
項
の
新
制
度
に
関
し
て
は
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
多
様
な
通
信
手
段
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
不
正
登
記
の
対
象
と
さ
れ

る
法
人
が
、
狙
わ
れ
る
だ
け
の
財
産
を
有
す
る
法
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
度
維
持
に
か
か
る
費
用
分
担
を
求
め
る
た

め
の
有
料
化
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
見
解
は
如
何
。 

五 

現
行
制
度
上
、
商
業
登
記
に
つ
い
て
、
本
人
が
自
ら
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
費
用
や
登
記
に
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か
か
る
日
数
の
関
係
で
、
申
請
人
に
有
利
と
い
え
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
法
律
や
手
続
き
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
と
ス

キ
ル
を
有
す
る
司
法
書
士
や
弁
護
士
に
手
続
を
代
理
さ
れ
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
で
、
不
正
登
記
の
防
止
に
資
す
る
と

と
も
に
、
登
記
内
容
の
正
確
さ
と
完
全
性
を
保
証
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
る
。
司
法
書
士
や
弁
護
士
の
報
酬
が
自
由
化

さ
れ
競
争
原
理
が
働
い
て
い
る
現
状
を
考
慮
す
れ
ば
、
代
理
人
申
請
を
義
務
付
け
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、
政
府
見
解
は
如
何
。 

六 

当
職
は
、
商
業
登
記
制
度
は
、
所
在
地
や
代
表
者
な
ど
の
法
人
情
報
の
正
確
性
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
で
、
顧
客
、
取
引

先
、
投
資
家
、
競
争
企
業
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
法
人
へ
の
信
用
が
得
ら
れ
、
企
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
と
考

え
る
。
こ
の
法
人
情
報
の
透
明
性
は
、
情
報
の
正
確
性
と
対
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
、
商
業
登
記
制
度
の
正
確

性
を
高
め
る
た
め
に
、
何
か
具
体
的
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
か
、
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


